
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

グループ内で決められた
役割を果たすことができ
る

グループでの実験実習に
積極的に参加できない

実験実習の目的、理論を
理解しておらず、結果の
検討が全くまとめられな
い

到達目標
E

測定結果から適切なグラ
フを作成することがほと
んどできない

測定結果から適切なグラ
フを作成することが全く
できない

グループでの実験実習に
参加できない

【教科書】

レジュメ・資料を配布する。

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

レポート：80％ 各課題に対する理解度を確認するために実施する。
平常点 ：20％ 積極的な授業参加度、授業態度によって評価する。

グループ内で自主的に行
動し、実験実習を円滑に
進め、メンバーをフォ
ローできる

グループ内で自主的に行
動し、実験実習を円滑に
進めることができる

部品や簡単な回路の動作を実験を通じ学びます。

【到達目標】

A.実験実習の目的、理論、使用機器、実験方法、結果の検討を理解している
B.使用機器、実験方法から的確に配線することができる
C.測定結果から適切なグラフを作成することができる
D.実験実習の目的、理論を理解、得られた結果を客観的にまとめ、結果の検討ができる
E.グループ内で自主的に行動し、実験実習を円滑に進めることができる

【授業の注意点】

実習科目の為、理由の有無に問わず遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで
授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。全ての実験項目（追実験を含む）終了後、出席が３／４以上でか
つ平均点が６０点以上であれば合格、６０点未満の場合再実験を行う。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

担当教員 野﨑　里美　　進士　和真 教員の実務経験 有 実務経験の職種 設計製作エンジニア

【科目の目的】

電子技術者に必要な基礎知識を実験や実習作業を通じて身に着ける。座学だけでは得られない技術を様々な測定器の操作を通じて
理解する。電圧、電流など電子基礎量の測定方法の実践的な力を身に着ける。また、計器の取扱い方法や報告書の作成方法を習得
する。

【科目の概要】

科目名 テクノロジー実習 年度 2026

Basic Experiment 学期 前期

単位数 2 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 電子・電気科 電子工学コース １年次 必／選 必 時間数 60

ふつう あと少し

実験実習の目的、理論、
使用機器、実験方法、結
果の検討を知っている

実験実習の目的、理論、
使用機器、実験方法、結
果の検討、全てをあまり
理解していない

実験実習の目的、理論、
使用機器、実験方法、結
果の検討、全てを理解し
ていない

使用機器、実験方法から
配線することができる

使用機器、実験方法から
的確に配線することがほ
とんどできない

使用機器、実験方法から
的確に配線することが全
くできない

優れている よい

到達目標
A

実験実習の目的、理論、
使用機器、実験方法、結
果の検討、全てを理解し
説明できる

実験実習の目的、理論、
使用機器、実験方法、結
果の検討、全てを理解し
ている

使用機器、実験方法から
的確に配線し、教えるこ
とができる

使用機器、実験方法から
的確に配線することがで
きる

到達目標
B

到達目標
C

測定結果から適切なグラ
フを作成し説明できる

測定結果から適切なグラ
フを作成することができ
る

測定結果からグラフを作
成することができる

到達目標
D

実験実習の目的、理論を
理解、得られた結果を客
観的にまとめ、結果の検
討ができ説明できる

実験実習の目的、理論を
理解、得られた結果を客
観的にまとめ、結果の検
討ができる

得られた結果から、結果
の検討ができる

実験実習の目的、理論を
理解しておらず、結果の
検討がほとんどまとめら
れない
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

1使用機器、実験方法

実験結果、検討

使用機器、実験方法

製作内容を理解している。

3

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

3

オームの法則を理解している。

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

分圧・分流を理解している。

はんだ付け状態

製作内容

出来栄え確認

はんだ付け状態

測定方法 基本的なテスターの仕組み、測定方法を理解した。

はんだ付け状態、引っ張り強度に問題ない。

はんだ付け、組み立て状態に問題がない。

目的、理論

実験・実習の内容を理解している。

3実験・実習を始める上での注意事項を理解している。

15
トランジスタの静特
性２回目（入力特
性）

トランジスタの静特性
（入力特性）を理解する

評価方法：1.レポート、2.パフォーマンス評価、3.その他

1使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

実験結果より、検討を行うことができる。

作成上の注意点を理解している。

報告書のチェック項目を理解して作成できる。

トランジスタの静特性を理解している。

1

3

トランジスタの静特
性１回目（出力特
性）

トランジスタの静特性
（出力特性）を理解する

実験結果、検討

目的、理論

使用機器、実験方法

実験結果、検討

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

トランジスタの静特性を理解している。

使用機器、実験方法14

ダイオードの静特性
２回目（逆方向特
性）

ダイオードの静特性（逆
方向特性）を理解する

作成方法

9

10 最大供給電力
内部抵抗、負荷抵抗の値
と供給電力との関係につ
いて理解する

11
ホイートストンブ
リッジ

ホイートストンブリッジ
による抵抗の測定法を習
得する
誤差について理解する

12 デジタルIC

デジタル信号概念を理解
し、NOTゲートを用いてデ
ジタルICの入出力特性を
理解する

13 報告書の作成方法
報告書(レポート)の作成
方法を習得する

実験結果、検討

目的、理論

使用機器、実験方法

目的、理論

使用機器、実験方法

実験結果、検討

1

1

1

1

目的、理論

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

最大供給電力を理解している。

実験結果、検討

目的、理論

使用機器、実験方法

デジタルICを理解している。

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

実験結果、検討

目的、理論

使用機器、実験方法

作成内容

アナログテスターの
製作・取扱方法

電子基板へのはんだ付け
技術、測定方法を習得す
る

ホイートストンブリッジを理解している。

使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

実験結果より、検討を行うことができる。

5

実験結果、検討

目的、理論

年度

6 オームの法則 オームの法則を理解する

7 分圧・分流

分圧回路の電圧、分流回
路の電流を測定、抵抗に
よる電圧電流の分割につ
いて理解する

実験結果より、検討を行うことができる。

ダイオードの静特性を理解している。

8
ダイオードの静特性
１回目（順方向特
性）

ダイオードの静特性（順
方向特性）を理解する

ダイオードの静特性を理解している。目的、理論

使用機器、実験方法

実験結果、検討

2026

Basic Experiment 学期 前期

授業内容

実験・実習内容

1使用機器を使って配線を行い、実験を進められる。

読み方の練習 実際の抵抗の値を読むことができる。

機器、材料 取り扱いを理解している。

3良否の判定基準を理解している。

カラーコードの読み方を
理解する

カラーコード表 カラーコード表の読み方を理解している。

3

1

3 はんだ付け実習
こてを使ったマニュアル
はんだ付け方法を理解す
る

4

科目名 テクノロジー実習

2
カラーコード読み練
習

実験・実習用リード
線の製作

測定で使用するリード線
を各自で製作する

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1 オリエンテーション
実験・実習の内容、 注意
事項を明確に理解する

注意事項


	テクノロジー実習

